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巻 頭 言 
 
 
筑波大学利益相反・輸出管理マネジメント室（Office of Conflict of Interest and Security 

Export Control: COISEC）は、研究担当の副学長の下に平成 26 年 4 月に設置されました。

当室は、利益相反と輸出管理に関して、企画・調査研究・管理・普及等を所掌し、その適

正な運用を推進することを目指しています。 
大学の「第三の使命」が産学官連携や国際交流等を通じてより直接的に社会との関わり

を持ち、社会貢献を果たしていくことであると言われ出してから、既に 10 年近くが経過し

ようとしています。その後社会との関係が密接になっていくことと裏腹に、大学では、か

つてあまり意識されなかったリスクが現実のものとなりつつあります。 
こうしたリスクを事前に察知して、それらを回避することは、大学が、社会からの信頼

を維持しながら、その本来の使命を果たしていく上で、欠くことのできない活動です。 
当室が所管している利益相反マネジメントと輸出管理の業務は、まさにそのことを目標

としています。 
本誌は平成 26 年度の 1 年間の COISEC の活動をまとめたものです。本誌が COISEC の

活動の理解への一助となり、学内・学外の多くの方々による本室の一層の活用が進むこと

を期待しています。 
 

平成 27 年 8 月 
利益相反・輸出管理マネジメント室長 

人文社会系教授 
岡上 雅美 
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Ⅰ．COISEC の概要 
 
１．組織 

  
（１）職員等 

（平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日） 
室長（教授兼任）、准教授（専任）、輸出管理マネージャー（専任）、事務職員（専門員（常

勤）、係員（非常勤）） 
職名等 氏名 

室長（平成 26 年 7 月～）・人文社会系教授 岡上 雅美 
准教授・利益相反アドバイザー 新谷 由紀子 
輸出管理マネージャー 駒形 和行 
専門員 飯田 令子 
係員（～平成 26 年 6 月） 杉山 純子 
係員（平成 26 年 7 月～） 宇留野安紀子 
 
（２）組織図 

（平成 27 年 3 月 31 日現在） 

 
注 1）利益相反アドバイザー：利益相反に関する個別の事例を検討。利益相反問題に関して

日常的に相談等に対応。 
注 2）輸出管理マネージャー：輸出管理業務の補佐。輸出管理に関して日常的に相談等に対

応。主要業務は技術の提供、貨物の輸出、研究者・研究員の受け入れに伴う輸出管理

の支援。（留学生・研究生の受け入れに関してはグローバル・コモンズ機構担当（平成

27 年 3 月まで）） 
 

研究担当副学長
利益相反・輸出管理マネ
ジメント室長（教員）

利益相反アドバイザー注1）

（教員）

輸出管理マネージャー注2）

事務職員

（専門員・非常勤職員）

－ 1－
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（３）場所 

事務室：産学リエゾン共同研究センター2 階 201 号室 
 
２．決算 

 
（平成 26 年度） 
 
■収入          （単位：円） 
一般管理費 1,206,000 
重点・戦略経費より補充 9,980,000 

合   計 11,186,000 
 
■支出          （単位：円） 
予算の留保 138,500 
人件費 8,896,445 
広報費 530,000 
謝金・旅費 294,097 
維持管理費（通信費、複写費） 277,658 
安全保障輸出管理体制維持費 498,812 
備品・消耗品費 550,488 

合   計 11,186,000 
 
  

－ 2－
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３．広報・普及活動 

 
（１）COISEC ホームページの立ち上げと更新 

平成 26 年 4 月に COISEC ホームページを立ち上げ、更新を頻繁に行い、最新情報を発

信した。なお、（独）日本学術振興会「科学の健全な発展のために」編集委員会編『科学の

健全な発展のために－誠実な科学者の心得』（2015）に COISEC のホームページが紹介さ

れた。 
 
（２）COISEC リーフレットの作成と配布 

平成 26 年 8 月に 2014 年度版 COISEC 和文リーフレットを 3,000 部作成し、学内教員や

関連機関に配布した。 
 
（３）見学・来客対応 

 ア．文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域支援課 大学技術移転推進室長ほ

か来訪 
・日時：平成 26 年 6 月 20 日（金）11：00～13：00 
・場所：産学リエゾン共同研究センター210 号室（来訪者：2 名） 
・内容：大学の利益相反マネジメント及び文科省産学連携等実施状況調査の今後について

新谷准教授が説明、対応した。 
イ．長崎大学産学官連携戦略本部知的財産部門長の来訪 
・日時：平成 26 年 9 月 26 日（金）14：00～15：15 
・場所：産学リエゾン共同研究センター203 号室（来訪者：1 名） 
・内容：利益相反規程の作成等について新谷准教授が意見を述べたほか、利益相反マネジ

メントの体制や運用方法等について説明した。 
ウ．文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域支援課 大学技術移転推進室専門職

ほか来訪 
・日時：平成 26 年 11 月 4 日（火）14：00～16：00 
・場所：産学リエゾン共同研究センター203 号室（来訪者：3 名） 
・内容：文科省が実施している産学連携等実施状況調査について新谷准教授がヒアリング

に対応した。 
エ．（独）国立環境研究所企画部研究推進室長ほかの来訪 
・日時：平成 26 年 12 月 25 日（木）14：00～15：00 
・場所：産学リエゾン共同研究センター203 号室（来訪者：3 名） 
・内容：利益相反自己申告書の提出と審議システム、厚労科研申請時の利益相反マネジメ

ント等について新谷准教授が説明、対応した。 
オ．（独）国立環境研究所企画部研究推進室長ほかの来訪 

－ 3－
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・日時：平成 27 年 3 月 9 日（月）15：00～16：00 
・場所：産学リエゾン共同研究センター210 号室（来訪者：3 名） 
・内容：利益相反ポリシーや利益相反マネジメント等について新谷准教授が説明、対応し

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

－ 4－
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４．COISEC 関連学内業務 

 
（１）兼業審査委員会委員 

 研究成果活用企業の役員等の兼業の審査及び兼業に関する必要事項の審議を行う。 
・新谷准教授（平成 26 年 6 月） 
・岡上室長（平成 26 年 7 月～） 
 
（２）「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」への対応に関するタ

スクフォース構成員 

 「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」に沿った適切な仕組み

を整えるための検討を行う。 
・岡上教授（平成 26 年 9 月～） 
・新谷准教授（平成 26 年 9 月～） 
 
  

－ 5－
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５．COISEC 関連学外業務 

 
（１）政府関係 

ア．文部科学省 利益相反マネジメント等に関する検討委員会委員 
産学連携を推進する上で生じ得るリスク要因について大学等におけるリスクマネジメン

トの現状・課題を整理し今後の方向性を検討する。 
・新谷准教授（平成 27 年 1 月～3 月） 
 
（２）自治体関係 

ア．つくば市 事業支援室利用者審査会委員 
つくば市事業支援室利用希望者の審査を行う。 

・新谷准教授（平成 21 年 2 月～平成 27 年 1 月）  
 
（３）大学・独立行政法人等公的研究機関関係 

ア．大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構 利益相反マネジメント委員会委

員 
機構の利益相反マネジメントガイドラインの制定及び改廃、利益相反による弊害を抑え

るための施策の検討・策定、利益相反に関して個々のケースが許容できるかどうかの調査

審議及び勧告、利益相反に関する社会への情報公開・開示等の審議。 
・新谷准教授（平成 21 年 7 月～） 
 
（４）学協会関係 

ア．リスクマネジメント研究会幹事 
産学連携学会会員で組織された研究会。産学官連携に伴うリスクに組織的に対応する方

策を研究する。 
・新谷准教授（平成 25 年 4 月～） 
 なお、平成 26 年度は次の二つの研究会を開催した。 
（ア）第 11 回リスクマネジメント研究会 
・日時：平成 26 年 8 月 26 日（火）14：00～17：00 
・場所：松江エルサ 4 階研修室 2（参加者：9 名） 
・内容：医師主導型の臨床研究の問題（話題提供者：島根大学産学連携センター 中村守

彦教授） 
（イ）第 12 回リスクマネジメント研究会 
・日時：平成 26 年 10 月 31 日（金）13：30～17：00 
・場所：コラボ産学官プラザ in TOKYO 5 階セミナー室（参加者：12 名） 
・内容：国立大学の財務の勘所－どういう大学が危ないのか－（話題提供者：高橋正一 公

－ 6－



7 
 

認会計士） 
 
（５）その他 

ア．三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング（株）産学連携等実施状況調査深化のための調

査分析アドバイザリーボード委員 
文部科学省が毎年実施している「産学連携等実施状況調査」の見直しに対して意見を述

べる。 
・新谷准教授（平成 26 年 9 月～平成 27 年 2 月） 
 
  

－ 7－
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Ⅱ．利益相反マネジメント 
 
１．筑波大学の利益相反マネジメントの概要 

 
利益相反マネジメントは何のために行われるのか。大学に焦点を絞った場合、そこで行

われる研究の客観性の維持が第一の目的となる。同時に、弱い立場にある学生を保護する

ことも重要な目的である。研究が臨床研究などヒトを対象とした研究である場合は、患者

など被験者の保護が大切であることはいうまでもない。 
 利益相反マネジメントは、これらの目的の達成を通じて、究極のところ、大学に対する

社会からの信頼の確保を目指して行われる。信頼が壊れれば、国や地域社会からの支援も

おぼつかない。また、本来の活動である研究・教育活動を発展させることもできない。利

益相反マネジメントは、大学の生命線を維持するための根幹となる活動である。 
 
（１）全学的な利益相反マネジメント・システムの枠組み 

 筑波大学の利益相反マネジメントは、①個人的利益に関する透明性の確保、②意思決定

に関する公正の確保、③職務の責任に応じた取扱い、という基本的なルールに基づいて実

施している。①の個人的利益に関する透明性の確保のために、図Ⅱ-1 のように毎年の個人

的利益の自己申告を義務付けている。 

 
図Ⅱ-1 筑波大学の産学連携における利益相反マネジメントの概要 

－ 8－
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（２）研究計画の審査に係る利益相反マネジメント 

 現在筑波大学では、上記の全学的な利益相反マネジメント・システムとは別に、ヒトを

対象とした研究や厚生労働省の科学研究費補助金を申請する際の研究計画、その他競争的

資金など個別の研究計画に関して、担当研究者の利益相反状況を審査するために利益相反

委員会が設置されている部局があり、また、利益相反委員会を置かない部局でも、研究倫

理審査委員会が利益相反状況の審査を行うことになっている。 
 
 
  

－ 9－
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２．利益相反問題の相談対応 

 
平成 26 年度は、本学発ベンチャーに対する発注に関する相談や、本学との共同研究先の

企業の商品についての教員のコメント等に関する相談など、学内の問い合わせ 27 件に、ま

た、新規に利益相反マネジメント体制を構築しようとする研究所や体制の一層の充実を図

ろうとする大学からの相談など学外からの問い合わせ 7 件、計 34 件の相談に対応した。 
図Ⅱ-2 は過去の利益相反に関する相談件数の推移であり、近年増加傾向にある。 
図Ⅱ-3 は相談のあった 34 件の部署等別の件数である。 
図Ⅱ-4 は相談の内容別に分けて示したものである。1 件の相談につき複数の内容を含む場

合もあるため、36 に分類されている。 
 

 

 
図Ⅱ-2 筑波大学における利益相反の相談件数の推移 
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図Ⅱ-3 相談のあった部署等の内訳 

 

 
図Ⅱ-4 相談内容の内訳 
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臨床研究・厚生労働

科学研究費補助金

関係
8%

利益相反政策関係
8%

知的財産関係
5%

兼業関係
6%

協賛金募集関係
3%

学協会の利益相反

マネジメント関係
3%

（全体：36）
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係
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告書関

係
14%利益相反ポリシー等

策定関係
11%

臨床研究・厚生労働

科学研究費補助金

関係
8%

利益相反政策関係
8%

知的財産関係
5%

兼業関係
6%

協賛金募集関係
3%

学協会の利益相反

マネジメント関係
3%

（全体：36）
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３．利益相反委員会の開催 

  
利益相反委員会は次に掲げる事項を審議する。 

①利益相反に関する基本方針（利益相反の定義、対象者、マネジメント・システム等） 
②利益相反に関する規則等の制定又は改廃 
③利益相反に対する対応策（利益相反に該当しないが、法人以外の者から利益相反と認識

され、又は認識されるおそれがある状況に係る対応策を含む。） 
④利益相反に関する学内啓発活動等 
⑤その他利益相反に関し必要と認められる事項 

 
第 13 回利益相反委員会が平成 26 年 9 月 16 日（火）に開催され、平成 25 年度の筑波大

学における産学連携活動に係る個人的な利益の報告に関して審議が行われた。これについ

ては直ちに学長による勧告を行わなければならない事例はなかった。また、筑波大学にお

ける利益相反に関する相談内容と回答等について審議が行われた。さらに、筑波大学にお

ける組織としての利益相反ポリシーの策定について予告的に提案された。 
 
（１）利益相反委員会委員  

所属 職名 氏名 
本部 研究担当副学長 三明康郎 ◎ 
本部 人事担当副学長 東 照雄 ○ 
利益相反・輸出管理マネジメント室 室長・教授 岡上雅美 
利益相反・輸出管理マネジメント室 利益相反アドバイザー・准教授 新谷由紀子 
人文社会系 教授 坪井美樹 
ビジネスサイエンス系 教授 平嶋竜太 
数理物質系 教授 市川淳士 
システム情報系 教授 高木英明 
生命環境系 教授 青柳秀紀 
人間系 准教授 加藤靖佳 
体育系 准教授 足立和隆 
芸術系 教授 笹本 純 
医学医療系 教授 檜澤伸之 
図書館情報メディア系 教授 西岡貞一 
附属病院（医学医療系） 教授 千葉 滋 
国際産学連携本部 本部審議役 内田史彦 
産学連携部 部長 末広峰政 
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研究推進部 部長 西山和德 
総務部 部長 岩切健一郎 
病院総務部 部長 保科豊次 
国際産学連携本部 産学連携 URA 辰巳政弘 
※平成 27 年 3 月 31 日現在。◎は委員長、○は副委員長 
 
（２）第 13 回利益相反委員会議事次第 

ア．日 時：平成 26 年 9 月 16 日（火）14：00～15：00 
イ．場 所：産学リエゾン共同研究センター106 号室 
ウ．出席者：三明（委員長）、東（副委員長）、岡上、新谷、坪井、市川、高木、足立、笹

本、千葉、内田、浅野産学連携課長（代理出席：末広）、岩切、辰巳の各委員

／（事務局）飯田、宇留野 
エ．議 題 
（ア）前回議事要旨の確認について 
（イ）平成 25 年度産学官連携活動に係る個人的な利益の報告について 
（ウ）利益相反問題又は利益相反類似問題の相談等事例について 
（エ）平成 25 年度筑波大学における利益相反マネジメントの状況の公表について 
（オ）組織としての利益相反ポリシーについて 
（カ）その他 
オ．配付資料 
（ア）第 12 回利益相反委員会議事要旨（案）・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料 1 
（イ）産学官連携活動に係る個人的な利益の内容 申告一覧（整理版）・資料 2（回収資料） 
（ウ）平成 25 年度産学官連携活動に係る個人的な利益の報告について（取りまとめ）（案） 

・・・資料 3（回収資料） 
（エ）利益相反問題又は利益相反類似問題の相談等事例について・・・・・・・・・資料 4 
（オ）平成 25 年度筑波大学における利益相反マネジメントの状況について・・・・資料 5 
（カ）利益相反の概念整理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料 6-1 
（キ）国立大学法人筑波大学における組織としての利益相反ポリシー（案）・・・資料 6-2 
（ク）国立大学法人筑波大学における組織としての利益相反ポリシー実施要項（案） 

・・・資料 6-3 
（ケ）利益相反委員会委員名簿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・参考資料 1 
（コ）利益相反アドバイザリーボード委員名簿・・・・・・・・・・・・・・・参考資料 2 
（サ）筑波大学利益相反・輸出管理マネジメント室リーフレット・・・・・・・参考資料 3 
（シ）筑波大学における利益相反事例の取扱い・・・・・・・・・・・・・・・参考資料 4 
（ス）利益相反事例とその対応に関する Q&A・・・・・・・・・・・・・・・参考資料 5 
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４．利益相反アドバイザリーボードの開催 

 
利益相反アドバイザリーボードは、利益相反委員会の委員長の諮問に応じて次に掲げる

事項を審議する。 
①異議申立てに関すること 
②その他個別案件に関すること 
③その他利益相反に関する必要な事項を審議 
④議長は審議の結果を総括し、利益相反委員会の委員長へ答申し、又は建議する。 

 
第 10 回利益相反アドバイザリーボードが平成 26 年 10 月 29 日に開催され、利益相反委

員会と同様の議題が審議された。  
 
（１）利益相反アドバイザリーボード委員 

所属 職名 氏名 
独立行政法人産業技術総合研究所 特別顧問 小玉喜三郎◎ 

株式会社ベテル 代表取締役会長 鈴木英一 

滝川公認会計士事務所 公認会計士 滝川邦昭 

AE 海老名・綾瀬法律事務所 弁護士 中道 徹 

大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構 理事 野村昌治 

常陽銀行 地域協創部顧問 藤沼良夫 

公益財団法人国際科学振興財団 主席研究員 古川尚道 

光田特許事務所 弁理士 光田 敦 

株式会社つくば研究支援センター 代表取締役社長 矢口喜一郎 

※平成 27 年 3 月 31 日現在。◎は議長 
 
（２）第 10 回利益相反アドバイザリーボード議事次第 

ア．日 時：平成 26 年 10 月 29 日（水）10：00～12：00 
イ．場 所：産学リエゾン共同研究センター106 号室 
ウ．出席者：小玉（議長）、鈴木、滝川、中道、野村、藤沼、光田、矢口の各委員／（大学

側）三明、東、岡上、新谷／（事務局）飯田、宇留野 
エ．議題 
（ア）議長の選出 
（イ）平成 25 年度産学官連携活動に係る個人的な利益の報告について 
（ウ）利益相反問題又は利益相反類似問題の相談等事例について 
（エ）平成 25 年度筑波大学における利益相反マネジメントの状況の公表について 
（オ）組織としての利益相反ポリシーについて 
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（カ）その他 
オ．配付資料 
（ア）利益相反アドバイザリーボード委員名簿・・・・・・・・・・・・・・・・・資料 1 
（イ）筑波大学利益相反アドバイザリーボード（第 9 回）議事要旨（案）・・・・・資料 2 
（ウ）産学官連携活動に係る個人的な利益の内容申告一覧（整理版）・・資料 3（回収資料） 
（エ）平成 25 年度産学官連携活動に係る個人的な利益の報告について（取りまとめ） 

・・・資料 4（回収資料） 
（オ）利益相反問題又は利益相反類似問題の相談等事例について・・・・・・・・・資料 5        

（カ）平成 25 年度筑波大学における利益相反マネジメントの状況について・・・・資料 6 
（キ）利益相反の概念整理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料 7-1 
（ク）国立大学法人筑波大学における組織としての利益相反ポリシー（案）・・・資料 7-2 
（ケ）国立大学法人筑波大学における組織としての利益相反ポリシー実施要項（案）  

・・・資料 7-3 
（コ）利益相反委員会委員名簿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・参考資料 1 
（サ）筑波大学利益相反・輸出管理マネジメント室リーフレット・・・・・・・参考資料 2 
（シ）筑波大学における利益相反事例の取扱い・・・・・・・・・・・・・・・参考資料 3 
（ス）利益相反事例とその対応に関する Q＆A・・・・・・・・・・・・・・・参考資料 4 
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５．広報・普及活動 

 
（１）利益相反に関する講演会の開催 

・日時：平成 26 年 10 月 21 日（火）10：00～11：00 
・場所：産学リエゾン共同研究センター106 室（参加者：26 名） 
・演題：大学における利益相反問題 
・対象：国際産学連携本部職員 
・内容：利益相反問題について理解を図るために、産学連携に携わる職員を対象に、「利益

相反とは何か」、「知財管理の立場から気をつけなければならないこと」など、具体的な

事例を踏まえて、新谷利益相反アドバイザーが講演・質疑応答を行った。 
 
（２）利益相反に関する説明会 

・日時：平成 27 年 3 月 6 日（金）14：00～14：10 
・場所：5C108（参加者：97 名） 
・対象：体育系教員 
・内容：岡上室長が、体育系教員会議において、『利益相反事例とその対応に関する Q＆A 

増補改訂第二版』を配付の上、利益相反に関する説明を行った。 
 
（３）『利益相反事例とその対応に関する Q＆A 増補改訂第二版』の作成・配布 

筑波大学で実際に生じた利益相反問題の事例について、個人情報の保護に留意しながら

これらへの対処法を含めて Q&A 式の資料とした『利益相反事例とその対応に関する Q＆A』

を平成 22 年 5 月に刊行したが、さらにその後 4 年 5 か月の相談案件を追加して、平成 26
年 12 月に増補改訂第二版を 3,000 部作成し、学内教員全員と学外関係者に配布した。 
 
（４）『筑波大学における利益相反事例の取扱い第三版』の修正版作成 

 平成 26 年 4 月に利益相反・輸出管理マネジメント室が設置されたことに伴い、利益相反

マネジメント体制に変更があり、細則等が改正されたため、解説書第三版の修正を行い、

ホームページに掲載した。 
 
（５）大学教員・学生等向けの啓蒙書『利益相反とは何か‐どうすれば科学研究に対する

信頼を取り戻せるのか』の作成・刊行 

 平成 27 年 3 月、筑波大学出版会から大学教員・学生等向けの啓蒙書『利益相反とは何か

‐どうすれば科学研究に対する信頼を取り戻せるのか』（新谷由紀子著）を刊行した。研究

活動の中で利益相反が一つの発生の要因として考えられる事件が増加してきているが、こ

れまで利益相反問題を理解するための研究者や学生向けの啓蒙書はほとんどなかった。筑

波大学が利益相反マネジメントに先進的に取り組んできた成果を交えた書籍となった。 

－ 16 －
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（６）ホームページによる情報提供の実施 

「利益相反・輸出管理マネジメント室」のホームページの「利益相反マネジメント」の

メンテナンスを行い、最新の情報を提供した。 
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Ⅲ．安全保障輸出管理 
 
１．安全保障輸出管理体制の概要 

 
 大量破壊兵器等が国際社会の安全性を脅かす国家やテロリスト等に渡ることを防ぐこと

は、国際的な課題となっている。日本においては、大量破壊兵器や通常兵器の開発・製造

等に関連する資機材や関連汎用品の輸出及びこれらの関連技術の非居住者への提供等につ

いて、外国為替及び外国貿易法（昭和 24 年法律第 228 号。以下「外為法」という。）に基

づき、必要最小限の管理が実施されている。 
外為法で規制されている貨物や技術を輸出（提供）しようとする場合は、経済産業大臣

の許可を受ける必要がある。外為法等の規制は、化学兵器禁止条約等の条約に基づくもの

と、欧米先進諸国等が中心となって参加する国際的な輸出管理に関する合意（国際輸出管

理レジーム）等に基づくものとがある。 
筑波大学では、技術の提供又は貨物の輸出が規制に該当するかどうか疑わしい場合は、

教員等は取引審査申請書を作成の上、部局輸出管理部署を通じて、輸出管理責任者に提出

するものとしている。審査は、輸出管理責任者の行う第一次審査を経て、輸出管理統括責

任者の行う第二次審査により最終的に確定するものとなっている。その結果、経済産業大

臣の許可を必要とすると判断した場合は、輸出管理統括責任者が学長名により、必要な手

続を取る。 
 なお、平成 27年度より、従来の規則における安全保障輸出管理体制を全面変更したので、

本報告書内の体制は今年度にて終了する。 

 
図Ⅲ-1 筑波大学における輸出管理審査の流れ（平成 27 年 3 月まで） 

教員等
部局輸出管理部署
（支援室等）

輸出管理責任者（利益相
反・輸出管理マネジメン

ト室長）

輸出管理責任者（グローバ
ル・コモンズ機構課長（交

流・事業担当））

輸出管理統括
責任者（研究
担当副学長）

最高責任者
（学長）

利益相反・輸出管理マ

ネジメント室

グローバル・コモンズ

機構 

①規制に該当

の有無を自ら

判断 

②該非判定が必要

な場合は取引審査

申請書を提出 

輸出管理マネージャーが支援 

第一次審査 第二次審査 
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２．広報・普及活動 

 
（１）安全保障輸出管理説明会等の開催 

ア．人文社会科学研究科歴史・人類学専攻向け説明会 
・日時：平成 26 年 6 月 4 日（水）15：00～15：20 
・場所：1C 203（参加者：19 名） 
・演題：歴史・人類学専攻輸出管理説明会 
・対象：教員（専攻長若しくは専攻の代表） 
・内容：筑波大学における輸出管理の必要性・輸出管理の体制、手続きについて 
イ．業務実務者勉強会の開催 
・日時：平成 26 年 9 月 19 日（金）13:30～14:20 
・場所：総合研究棟 A 棟 111 ゼミ室（参加者：16 名） 
・演題：筑波大学における輸出管理の必要性・輸出管理の体制・事例（ケーススタディー） 
・対象：事務職員（非常勤職員も含む） 
・内容：安全保障輸出管理の基本と学内輸出管理の手続きの基礎、輸出管理の重要な要素

である該非判定と取引審査の基礎について説明・質疑応答 
ウ．オープンファシリティに関する輸出管理の説明会の開催 
・日時：平成 26 年 11 月 7 日（金）10:00～12:00 
・場所：研究基盤総合センターC307（参加者：10 名） 
・演題：オープンファシリティ関係者向け輸出管理説明会 
・対象：オープンファシリティ関係者 
・内容：機器共同利用における輸出管理の適用について説明・質疑応答 
エ．全学教職員対象 FD 研修会「留学生指導セミナー～制度上の留意点～」 
・日時：平成 27 年 1 月 13 日（火）14：20～14：30 
・場所：大学会館国際会議室（参加者：40 名） 
・演題：安全保障輸出管理での留学生受入での留意点～大学における輸出管理の概要～ 
・対象：留学生受入に係る教職員 
・内容：安全保障輸出管理の基本と学内輸出管理の手続きの基礎、留学生の受入時の    

輸出管理上の手続き、外国ユーザーリストについて説明・質疑応答 
 
（２）説明会資料 

 上記「（１）の 4 つの説明会のうち、最新の全学教職員対象 FD 研修会（平成 27 年 1 月

13 日）で配付した資料を掲載する。 
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ン
ト
室

輸
出
管
理
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

駒
形
和
行

本
日

の
説

明
内

容
1.

   
安
全

保
障

輸
出

管
理

の
概

要
2.

本
学

輸
出

管
理

の
体

制
3.

本
学

輸
出

管
理

の
手

続
き

4.
事

例
（
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
）

国
連
武
器
禁
輸
国
か
ら
の
留
学
生
受
入
れ

5.
ま
と
め
と
お
願

い

リ
ス
ト
規

制
大

量
破

壊
兵

器
向

け
汎

用
品

(平
成

１
４
年

４
月

～
)

政
令

で
定

め
る
品

目

武
器
、
機
微
な
汎
用
品
（
原
子

力
関
連
品
目
、
生
物
・
化
学
兵

器
関
連
品
目
、
ミ
サ
イ
ル
関
連

品
目
、
先
端
材
料
、
工
作
機
械
、

等
）

リ
ス
ト
規
制
品
目
以
外
の

全
品
目

（
食
品
、
木
材
等
を
除
く
。
）

リ
ス
ト
規
制
品
目
以
外
の

全
品
目

（
食
品
、
木
材
等
を
除
く
。
）

通
常

兵
器

向
け
汎

用
品

(平
成

２
０
年

１
１
月

～
)

全
地

域
ホ
ワ
イ
ト
国

を
除

く
全

地
域

【
注

１
】

国
連

武
器

禁
輸

国
【
注

２
】

許 可 が 必 要

と な る 要 件

大
量
破
壊
兵
器
の
開
発
等
に
用
い
ら
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

1.
 経

済
産
業
大
臣
か
ら
の
通
知

2.
輸
出
者
の
判
断

①
輸
入
先
等
の
用
途

②
輸
入
者
・
需
要
者
の
核
開
発
等
へ

の
関
与

ホ
ワ
イ
ト
国

・
国

連
武

器
禁

輸
国

を
除

く
全

て
の

国
【
注

３
】

対
象

地
域規 制 対 象

―

通
常
兵
器
の
開
発
等
に
用
い
ら
れ
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合

1.
 経

済
産
業
大
臣
か
ら
の
通
知

2.
輸
出
者
の
判
断

①
輸
入
先
等
の
用
途

通
常
兵
器
の
開
発
等
に
用
い
ら
れ
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合

1.
 経

済
産
業
大
臣
か
ら
の
通
知

【
注

１
】
ホ
ワ
イ
ト
国

：
各
国
際
輸
出
管
理
レ
ジ
ー
ム
に
参
加
し
、
輸
出
管
理
を
厳
格
に
実
施
し
て
い
る
国

【
計
2
7
カ
国
】

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ベ
ル
ギ
ー
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
、
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
チ
ェ
コ
、
韓
国
、
ス
イ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
ク
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
メ
リ
カ

【
注

２
】
国

連
武

器
禁

輸
国

：
国

連
の

安
全

保
障

理
事

会
の

決
議

に
よ
り
武

器
の

輸
出

が
禁

止
等

さ
れ

て
い
る
国

【
計

1
2
カ
国

】
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
中
央
ア
フ
リ
カ
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
、
エ
リ
ト
リ
ア
、
イ
ラ
ク
、
レ
バ
ノ
ン
、
リ
ベ
リ
ア
、
リ
ビ
ア
、
北
朝
鮮
、
ソ
マ
リ
ア
、
ス
ー
ダ
ン

【
注

３
】
ホ
ワ
イ
ト
国

・
国
連

武
器

禁
輸

国
を
除

く
全

て
の

国
：

上
記
記
載
以
外
の
全
て
の
国
（イ

ラ
ン
、
シ
リ
ア
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
ト
ル
コ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
等
）

リ
ス
ト
規
制
品
目
以
外
の

全
品
目

（
食
品
、
木
材
等
を
除
く
。
）

キ
ャ
ッ
チ
オ
ー
ル

規
制

輸
出

管
理

制
度

の
仕

組
み

経
産
省
安
全
保
障
貿
易
説
明
会
資
料
よ
り

2

本
編

輸
出

管
理

の
対

象
に
つ
い
て

海
外

出
張

で
の

サ
ン
プ
ル

、
機

器
の

携
行

海
外

宅
急

便
で
の

送
付

留
学
生
・
研
究
者
の
受
入

技
術

文
書

の
電

子
メ
ー
ル

に
よ
る
海

外
へ

の
送

付

見
学

者
、
訪

問
者

の
受

入

海
外

の
企

業
、
大

学
と
の

共
同

研
究

技
術

提
供

/輸
出

の
機

会
の

例
示

本
学

で
実

際
に
あ
っ
た
具

体
例

留
学

生
、
外

国
人

研
究

者
の

受
入

・
外

国
ユ
ー
ザ

リ
ス
ト
所

属
の

外
国

人
研

究
員

を
受

入
れ

る
。

海
外

の
企

業
、
大

学
と
の

共
同

研
究

・
本
学
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
す
る
。

研
究

サ
ン
プ
ル

、
装

置
な
ど
の

携
行

、
輸

出
海

外
出

張

・
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部
品
を
海
外
出
張
時
に
携
行
す
る
。

・
携
帯
型

3次
元
加
速
度
計
を
海
外
出
張
時
に
携
行
す
る
。

・
遺
跡
調
査
の
た
め

3次
元
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
現
地
へ
輸
出
す

る
。

学
内

施
設

見
学

受
入

・
外
国
ユ
ー
ザ
リ
ス
ト
所
属
の
研
究
員
に
遺
伝
子
組
み
換
え
関
係
の
研

究
施
設
を
見
学
さ
せ
る
。

電
子

メ
ー
ル

に
よ
る
海

外
へ

の
送

付
海

外
宅

急
便

で
の

送
付

・
技
術
文
書
等
を
電
子
メ
ー
ル
、
海
外
宅
急
便
等
で
送
付
し
た
。

3

貨
物
の
輸
出
だ
け
で
な
く
技
術
の
提
供
も
規
制

対
象
で
あ
る
こ
と
に
注
意

本
学

安
全

保
障

輸
出

管
理

体
制

【
職

員
等

及
び
学

生
等

の
義

務
】

取
引

を
行

お
う
と
す
る
職

員
等

及
び
学

生
等

は
、
自

ら
、
当

該
取

引
が

リ
ス
ト
規

制
技

術
等

に
該

当
す
る
か

と
う

か
な
ど
、
外

為
法

に
よ
る
規

制
へ

の
該

当
有

無
を
確

認
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

4

輸
出

管
理

最
高

責
任

者
（
学

長
）

輸
出

管
理

統
括

責
任

者
（
副
学
長
（
研
究
担
当
）

部
局

輸
出

管
理

部
署

（
支

援
室

等
）

職
員
等
及
び
学
生
等

輸
出

管
理

マ
ネ
ー
ジ
ャ

輸
出

管
理

統
括

部
署

（
利
益
相
反
・
輸
出
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
）

一
次

審
査

部
門

二
次

審
査

部
門

輸
出

管
理

責
任

者
（
学
生
等
の
国
際
交
流
）

（
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
モ
ン
ズ
機
構

課
長

）

輸
出

管
理

責
任

者
（
学
生
等
の
国
際
交
流
以
外
）

（
利
益
相
反
・
輸
出
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長

）

輸
出

管
理

統
括

部
署

（
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
モ
ン
ズ
機
構

交
流
・
事
業
担
当
）
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・
サ

ン
プ
ル

の
輸

出
、
携

行
を
す
る
。

・
海

外
へ

非
公

知
の

技
術

を
提

供
す
る
。

・
留

学
生

・
外

国
人

研
究

者
を
受

入
れ

る
。

な
ど
で
懸

念
を
生

じ
た
場

合
各

エ
リ
ア
支

援
室

等
へ

連
絡

（
支
援
室
か
ら
輸
出
管
理
統
括
部
署
へ
連
絡
）

関
係

す
る
教

職
員

等
（
本

人
）
が

内
容

を
検

討
す
る
。

（
輸

出
管

理
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等

が
教

員
を
支

援
し
ま
す
。
）

必
要

が
あ
れ

ば
経

産
省

等
に
相

談
＊

手
続

き
不

要

経
産

省
に
個

別
許

可
申

請

不
許

可
許

可

輸
出

や
提

供
断

念
許

可
を
得

ず
に
輸

出
・
提

供

こ
れ

は
、
法

令
違

反
で
す
！

国
へ

の
申

請
不

要

本
学

に
お
け
る
輸

出
管

理
の

流
れ

（
概

要
）

＊
CI

ST
EC

（
財
団
法
人
安
全
保
障
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
）
に
相
談
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

入
門

学
内

審
査

（
教

職
員

等
）

事
案
発
生

輸
出

や
提

供
実

施

※
取
引
審
査
申
請
書
等
を
提
出

※
取
引
審
査

申
請
書
等
を

提
出

輸
出

許
可

が
必

要
な
貨

物
の

輸
出

や
技

術
の

提
供

で
あ
っ
た
が

何
も
手

続
き
を
し
な
か

っ
た
。

5

受
け
入

れ
相

手
は

筑
波

大
、
日

本
法

人
と
雇

用
関

係
が

あ
る
か

？

受
入
身
分
、
留
学
、
研
究
目
的
の

確
認

受
入
時
に
日
本
で
の
滞
在
は
す
で
に

6ヵ
月
以
上
か
？

明
ら
か

に
非

該
当

（
日
本
学
術
振
興
会
、
国
際
交
流
基
金
、
国
際
交
流
機
構
な
ど

の
研
究
者
）

N
o

Ye
s

Ye
s

N
o

Ye
s

規
制

リ
ス
ト

6

許
可
を
要
し
な
い

技
術
提
供
か
？

リ
ス
ト
規
制

技
術
か
の

判
定

キ
ャ
チ
オ
ー
ル

規
制
確
認

取
引
審
査

申
請
書

書 類 申 請 は 不 要
許

可
を
要

し
な
い
技

術
取

引
か

提
供
す
る
技
術
が
該
当
貨
物
の
「
設
計
・
製
造
・
使
用
の
技
術
」
又
は
は
み
だ

し
技
術
の
可
能
性
が
あ
る
か
？

取
引

審
査

申
請

書
（
様
式

3）
、
輸

出
管

理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

記
入

及
び
提

出

大
学

間
の

交
換

留
学

生
な
ど
で
は

N
oに

お

進
み

く
だ
さ
い
。

N
o

輸 出 管 理 マ ネ ー ジ ャ ー に 相 談

不
明

懸
念

あ
り

キ
ャ
ッ
チ
オ
ー
ル

規
制

の
フ
ロ
ー
の

チ
ェ
ッ
ク

懸
念
無
し

該
非

判
定

書
、
取

引
審

査
書

の
作

成

取 引 審 査 申 請 は 不 要

留
学

生
、
外

国
人

研
究

者
、
訪

問
者

・
見

学
者

受
入

れ
チ
ェ
ッ
ク
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

1.
「
非

居
住

者
へ

提
供

す
る
技

術
は

原
則

該
非
判
定
を
行
う
必

要
が

あ
る
」

と
い
う
こ
と
へ

の
認

識
不

足
○

受
入

教
員

は
自

身
の

研
究

の
該
非
判
定
が
必
要

○
研

究
設

備
の
な
か
に
大
量
破
壊
兵
器
、
通
常
兵
器
の
開
発
等
の
お
そ
れ
が

な
い
か

を
確

認
す
る
必

要

2.
技

術
提

供
す
る
相

手
先

の
リ
ス
ク
の

調
査

・
認

識
不

足
○

受
入

れ
の

人
物

の
研
究
内
容
、
職
歴
の
調
査

が
必
要

○
リ
ス
ク
の

あ
る
国

・
組

織
※
か

ら
留

学
生
等
を
受
入
れ
る
と
き
に
は

た
と
え
非

該
当

の
研

究
で
も
そ
の

研
究
の
用
途
・
需
要
先
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要

7

留
学

生
、
外

国
人

研
究

者
等

の
受

入
れ

に
関

す
る
本

学
の

問
題

点

※
懸
念

3
か

国
（
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
・
北

朝
鮮

）
、
外
国
ユ
ー
ザ
ー
リ
ス
ト
該
当
組
織

（
北
京
航
空

航
天
大
学
、
テ
ヘ
ラ
ン
大
学
ほ
か
）
、
国
連
武
器
禁
輸
国
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
リ
ビ
ア
ほ
か
）
、

シ
リ
ア
（
化

学
兵

器
関

連
）

○
取

引
審

査
申

請
書

の
提

出
チ

ェ
ッ

ク
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

に
基

づ
き

、
下

記
１

.か
ら

３
.の

項
目

を
検

討
し

て
各

取
引

用
の

取
引

審
査

申
請

書
を

作
成

し
て

下
記

宛
に

取
引

審
査

申
請

書
を

電
子

メ
ー

ル
に

よ
り

提
出

す
る

。

1
.
特

例
が

使
え

る
か

の
検

討
技

術
の

提
供

（
留

学
生

、
外

国
人

研
究

者
の

受
入

れ
含

む
）
：
特

例
が

使
え

る
か

を
確

認
す

る
。

許
可

例
外

が
使

え
る

場
合

は
取

引
審

査
申

請
書

な
ど

の
提

出
は

必
要

2
.リ

ス
ト

規
制

に
つ

い
て

の
該

非
判

定
の

検
討

h
tt

p:
/
/
w

w
w

.m
e
ti
.g

o
.jp

/
po

lic
y/

an
po

/
m

at
ri
x_

in
tr

o
.h

tm
l

貨
物

が
非

該
当

で
も

技
術

が
該

当
に

な
る

場
合

（
は

み
だ

し
技

術
）
が

あ
る

の
で

、
該

非
判

定
の

検
討

に
は

注
意

が
必

要
3
. 
用

途
・
相

手
先

の
検

討
(主

に
キ

ャ
ッ

チ
オ

ー
ル

規
制

）
技

術
・
貨

物
が

リ
ス

ト
規

制
に

該
当

す
る

と
き

、
も

し
く
は

非
該

当
で

も
輸

出
先

・
提

供
先

が
ホ

ワ
イ

ト
国

以
外

の
場

合
に

は
用

途
・

相
手

先
の

確
認

が
必

要

取
引

審
査

申
請

書
の

提
出

先
（
具

体
的

連
絡

先
は

）
・
技

術
の

提
供

、
サ

ン
プ

ル
貨

物
の

出
荷

、
研

究
員

、
研

究
者

の
受

入
な

ど
⇒

利
益

相
反

・
輸

出
管

理
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
室

・
留

学
生

等
の

受
入

等
⇒

グ
ロ

ー
バ

ル
・
コ

モ
ン

ズ
機

構

本
学

輸
出

管
理

の
手

続
き

8
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文

書
　

Ｎ
ｏ

記
入

年
月

日
　

：
　

平
成

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

e
-
m

ai
l

内
線

□
研

究
者

受
入

予
定

人
物

の
氏

名

出
身

国

　
所

　
属

　
期

　
間

所
属

機
関

Ｕ
Ｒ

Ｌ

提
供

予
定

の
技

術
名

提
供

技
術

の
該

非

＊
申

請
者

と
連

絡
担

当
者

が
異

な
る

場
合

の
み

ご
記

入
下

さ
い

。

専
攻

・
研

究
部

門
等

所
属

系

研
究

分
野

外
国

ユ
ー

ザ
ー

リ
ス

ト
に

掲
載

の
有

無
　

□
有

　
　

　
　

　
　

　
　

　
□

　
無

□
訪

問
者

申
請

者
氏

名

＊
連

絡
担

当
者

氏
名

提
供

予
定

の
技

術
の

詳
細

連
絡

先

受
入

予
定

人
物

の
身

分

□
留

学
生

□
大

学
院

生
　

　
（
　

前
期

博
士

課
程

、
後

期
博

士
課

程
）
　

　
　

□
研

究
生

　
　

 　
　

　
　

　
　

□
そ

の
他

□
筑

波
大

学
で

の
雇

用
（

□
そ

の
他

現
も

し
く

は
前

所
属

機
関

名

ﾌ
ﾘｶ

ﾞﾅ

　
　

　
　

　
　

　
㊞

ﾌ
ﾘｶ

ﾞﾅ

＜
事

前
確

認
＞

外
国

人
の

受
入

を
し

よ
う

と
す

る
場

合
、

い
ず

れ
か

該
当

す
る

方
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
（
■

・
✔

）
、

以
下

に
よ

り
事

前
確

認
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

□
　

は
い

□
　

い
い

え

□
　

は
い

□
　

い
い

え

□
　

は
い

□
　

い
い

え

　
h
tt

p:
/
/
w

w
w

.m
e
ti
.g

o
.jp

/
po

lic
y/

an
po

/
in

de
x.

h
tm

l　
　

　
「
外

国
ユ

ー
ザ

ー
リ

ス
ト

」

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

。

①
□

　
は

い
□

　
い

い
え

②
□

　
は

い
□

　
い

い
え

③
□

　
は

い
□

　
い

い
え

④
□

　
は

い
□

　
い

い
え

⑤
□

　
は

い
□

　
い

い
え

系
長

・
セ

ン
タ

ー
長

・
研

究
科

長
　

担
当

　
教

i員

年
　

 　
月

　
 　

日
年

　
 　

月
 　

　
日

印
印

　
□

受
入

可

　
□

該
非

判
定

書
、

取
引

審
査

書
の

作
成

を
要

す
る

確
認

欄

受
入

予
定

人
物

が
所

属
す

る
（
し

て
い

た
）
機

関
が

、
外

国
の

軍
又

は
国

防
に

関
す

る
行

政
機

関
で

あ
る

。
又

は
、

こ
れ

ら
機

関
等

に
よ

り
、

化
学

物
質

・
微

生
物

・
毒

素
の

開
発

等
も

し
く

は
宇

宙
、

ロ
ケ

ッ
ト

、
無

人
飛

行
機

に
関

す
る

研
究

に
用

い
ら

れ
る

、
又

は
用

い
ら

れ
る

疑
い

が
あ

る
こ

と
を

入
手

し
た

文
書

等
に

よ
っ

て
知

っ
て

い
る

。

（
注

意
）

提
出

先
に

つ
い

て
　

こ
の

シ
ー

ト
は

、
必

要
に

応
じ

た
関

係
書

類
と

と
も

に
所

定
の

担
当

に
提

出
し

て
く
だ

さ
い

。
留

学
生

受
入

等
の

学
生

の
交

流
に

係
る

も
の

：
国

際
部

　
教

員
・
外

国
人

研
究

員
等

採
用

：
産

学
連

携
課

設 問 2

受
入

打
診

前
に

研
究

分
野

や
内

容
を

変
更

し
た

り
、

頻
繁

に
所

属
を

変
更

（
転

職
を

繰
り

返
す

等
）
す

る
等

、
受

入
予

定
人

物
に

不
審

な
点

が
あ

る
。

受
入

予
定

人
物

が
、

外
国

ユ
ー

ザ
リ

ス
ト

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

企
業

・
組

織
に

所
属

す
る

者
（
過

去
に

所
属

し
て

い
た

者
も

含
む

）
で

あ
る

。

受
入

予
定

人
物

が
、

懸
念

国
（
イ

ラ
ン

・
イ

ラ
ク

・
北

朝
鮮

）
出

身
者

で
あ

る
。

受
入

予
定

人
物

が
、

国
連

武
器

禁
輸

国
・
地

域
（
ア

フ
ガ

ニ
ス

タ
ン

、
コ

ン
ゴ

民
主

共
和

国
、

コ
ー

ト
ジ

ボ
ワ

ー
ル

、
エ

リ
ト
リ

ア
、

イ
ラ

ク
、

レ
バ

ノ
ン

、
リ

ベ
リ

ア
、

北
朝

鮮
、

リ
ビ

ア
、

ソ
マ

リ
ア

、
ス

ー
ダ

ン
）
出

身
者

で
あ

る
。

設 問 １

＊
外

国
ユ

ー
ザ

リ
ス

ト
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
企

業
が

属
し

て
い

る
国

・
地

域
（
イ

ス
ラ

エ
ル

、
イ

ラ
ン

、
イ

ン
ド

、
北

朝
鮮

、
シ

リ
ア

、
台

湾
、

中
国

、
パ

キ
ス

タ
ン

、
ア

フ
ガ

ニ
ス

タ
ン

）
詳

細
は

経
済

産
業

省
安

全
保

障
貿

易
管

理
Ｈ

Ｐ
で

ご
確

認
下

さ
い

。

受
入

予
定

人
物

が
、

将
来

本
国

に
帰

国
し

、
軍

事
関

連
部

門
や

軍
需

産
業

に
就

職
す

る
こ

と
を

今
ま

で
の

連
絡

か
ら

知
っ

て
い

る
。

提
供

技
術

が
、

兵
器

等
の

開
発

に
用

い
ら

れ
る

、
又

は
用

い
ら

れ
る

疑
い

が
あ

る
。

又
は

、
受

入
予

定
人

物
が

所
属

す
る

（
し

て
い

た
）
機

関
が

、
兵

器
等

の
開

発
、

製
造

、
使

用
、

貯
蔵

を
行

っ
て

い
た

こ
と

が
、

入
手

し
た

文
書

等
に

記
載

さ
れ

て
い

る
。

入
手

し
た

文
書

等
に

よ
っ

て
、

提
供

技
術

が
、

核
融

合
に

関
す

る
研

究
、

核
燃

料
物

質
や

原
子

炉
等

の
開

発
・
製

造
・
使

用
等

に
用

い
ら

れ
る

、
又

は
用

い
ら

れ
る

疑
い

が
あ

る
こ

と
を

知
っ

て
い

る
。

様
式

3
取

引
審

査
申

請
書

【
（
留

学
生

、
外

国
人

研
究

者
、

訪
問

者
・
見

学
者

等
受

入
れ

の
場

合
】

9
10

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
か

ら
の

留
学

生
の

受
入

れ

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
ー

（
国

連
武

器
禁

輸
国

か
ら

の
留

学
生

受
入

れ
）

用
途

の
確

認

相
手

先
の

確
認

1
. 
技

術
の

提
供

：
提

供
先

で
の

技
術

の
用

途
、

目
的

2
.
確

認
の

方
法

①
技

術
の

提
供

相
手

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

カ
タ

ロ
グ

、
相

手
と

の
電

子
メ

ー
ル

、
契

約
書

等
に

軍
事

関
係

、
大

量
破

壊
兵

器
（
核

兵
器

、
生

物
・
化

学
兵

器
、

ミ
サ

イ
ル

等
）
関

連
の

記
載

や
、

こ
れ

ら
と

関
係

し
て

い
る

お
そ

れ
の

あ
る

情
報

が
な

い
か

。
②

相
手

の
所

在
地

や
国

籍
が

、
国

連
武

器
輸

出
禁

止
国

・
地

域
の

場
合

は
さ

ら
に

通
常

兵
器

に
関

わ
っ

た
事

実
や

こ
れ

ら
と

関
係

し
て

い
る

お
そ

れ
の

あ
る

情
報

が
な

い
か

3
. 
上

記
1
.又

は
2
.に

該
当

も
し

く
は

著
し

く
懸

念
が

あ
る

場
合

は
、

輸
出

管
理

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

に
連

絡
場

合
に

よ
っ

て
は

経
産

省
へ

の
許

可
申

請
が

必
要

4
.

リ
ス

ト
規

制
該

当
技

術
の

提
供

と
非

該
当

の
技

術
提

供
で

ホ
ワ

イ
ト

国
以

外
へ

の
提

供
の

と
き

は
輸

出
管

理
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

の
記

載
・
提

出
を

お
願

い
し

ま
す

①
輸

出
貿

易
管

理
令

別
表

第
3
の

２
（
国

連
武

器
禁

輸
国

・
地

域
）
に

リ
ス

ト
さ

れ
た

次
の

1
2
ゕ

国
⇒

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
は

該
当

②
相

手
先

の
詳

細
確

認
相

手
の

経
歴

上
所

属
し

た
こ

と
が

あ
る

（
現

在
し

て
い

る
）
機

関
が

、
経

済
産

業
省

が

公
表

し
て

い
る

「
外

国
ユ

ー
ザ

ー
リ

ス
ト

」
に

な
い

か
を

チ
ェ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

。

受
け
入

れ
相

手
は

筑
波

大
、
日

本
法

人
と
雇

用
関

係
が

あ
る
か

？

受
入
身
分
、
留
学
、
研
究
目
的
の

確
認

受
入
時
に
日
本
で
の
滞
在
は
す
で
に

6ヵ
月
以
上
か
？

明
ら
か

に
非

該
当

（
日

本
学

術
振

興
会

、
国

際
交

流
基

金
、
国

際
交

流
機

構
な
ど

の
研

究
者

）

N
o

Ye
s

Ye
s

不
明
ま
た
は
Ｙ
ｅ
ｓ

Ye
s

規
制

リ
ス
ト

許
可
を
要
し
な
い

技
術
提
供
か
？

リ
ス
ト
規
制

技
術
か
の

判
定

キ
ャ
チ
オ
ー
ル

規
制
確
認

取
引
審
査

申
請
書

書 類 申 請 は 不 要
許

可
を
要

し
な
い
技

術
取

引
か

提
供
す
る
技
術
が
該
当
貨
物
の
「
設
計
・
製
造
・
使
用
の
技
術
」
又
は

34
頁
の

リ
ス
ト
の
技
術
の
可
能
性
が
あ
る
か
？

＊

取
引

審
査

申
請

書
（
様
式

3）
、
輸

出
管

理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

記
入

及
び
提

出

大
学

間
の

交
換

留
学

生
な
ど
で
は

N
oに

お

進
み

く
だ
さ
い
。

N
o

留
学

生
、
外

国
人

研
究

者
、
訪

問
者

・
見

学
者

受
入

れ
チ
ェ
ッ
ク
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

輸 出 管 理 マ ネ ー ジ ャ ー に 相 談

不
明

懸
念

あ
り

キ
ャ
ッ
チ
オ
ー
ル
規
制
の
フ
ロ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク

懸
念
無
し

該
非

判
定

書
、
取

引
審

査
書

の
作

成

取 引 審 査 申 請 は 不 要

11

外
国

ユ
ー
ザ

ー
リ
ス
ト
（
２
０
１
4年

9月
改

訂
）

経
済

産
業

省
が

、
大

量
破

壊
兵

器
の

開
発

等
へ

の
関

与
が

懸
念

さ
れ

る
企

業
・
組

織
を
掲

載
し
公

表
し
て
い
る
リ
ス
ト
。

こ
の
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
企
業
等
に
輸
出
等
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
れ
が
大
量
破
壊
兵
器
の
開
発
等
に
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
が
明

ら
か

な
場

合
を
除

き
、
経

済
産

業
大

臣
の

許
可

が
必

要
と
な
り
ま
す
。

各
国

別
の

掲
載

企
業

・
組

織
数

（
２
０
１
４
年
９
月

版
）

注
）
外

国
ﾕ
ｰ
ｻ
ﾞｰ
ﾘ
ｽ
ﾄは

毎
年

改
訂

さ
れ

ま
す
の

で
、
最

新
版

を
入

手
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

国
名

掲
載

数

イ
ン
ド

４

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

３

イ
ラ
ン

２
９
５

パ
キ
ス
タ
ン

３
３

北
朝

鮮
１
２
１

中
国

２
８

イ
ス
ラ
エ
ル

２

シ
リ
ア

１
３

台
湾

３

ア
ラ
ブ
首

長
国

連
邦

６

香
港

２

合
計

５
１
０

～

●
イ
ス
ラ
エ
ル

・
Be

n-
Gu

rio
n 

U
ni

ve
rs

ity
 (o

f t
he

 N
eg

ev
)

●
シ
リ
ア

・
U

ni
ve

rs
ity

 o
f A

le
pp

o
●
中

国
・

Be
iji

ng
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f A

er
on

au
tic

s a
nd

As
tr

on
au

tic
s (

BU
AA

)（
北
京
航
空
航
天
大
学
）

・
N

or
th

w
es

te
rn

 P
ol

yt
ec

hn
ic

 U
ni

ve
rs

ity
（
西
北
工
業
大
学
）

・
Ha

rb
in

 In
st

itu
te

 o
f T

ec
hn

ol
og

y 
(H

IT
)

（
哈
爾
濱
工
業
大
学
）

●
パ

キ
ス
タ
ン

・
Q

ua
id

-I-
Az

am
U

ni
ve

rs
ity

 (Q
AU

)

●
イ
ラ
ン

・
Am

irk
ab

ir
U

ni
ve

rs
ity

 o
f T

ec
hn

ol
og

y
M

al
ek

As
ht

ar
U

ni
ve

rs
ity

・
Sh

ar
if 

U
ni

ve
rs

ity
 o

f T
ec

hn
ol

og
y

・
Ta

rb
ia

tM
od

ar
es

U
ni

ve
rs

ity
・

U
ni

ve
rs

ity
 o

f T
eh

ra
n・

Isf
ah

an
 

・
U

ni
ve

rs
ity

 o
f T

ec
hn

ol
og

y 
(IU

T)
・

Is
la

m
ic

 A
za

d 
U

ni
ve

rs
ity

 (I
AU

)
・

M
al

ek
As

ht
ar

U
ni

ve
rs

ity
・

Sh
ira

zU
ni

ve
rs

ity
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１
.情

報
の

提
供

：
・
留

学
生

・
外

国
人

研
究

者
・
見
学
者
等
の
受
入
れ
予
定

＊
で
き
る
だ
け
早

く
情

報
が

わ
か

っ
た
段

階
で
ご
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

2.
チ
ェ
ッ
ク
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
活
用

（
提
出
は
不
要
）

3.
（
懸
念
が
あ
る
と
き
の
）
取
引
審
査
申
請
書
の
記
載
と
提
出

4.
輸
出
管
理
に
つ
い
て
の
理
解
と
学
習

（
本
学
輸
出
管
理
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ht
tp

:/
/c

oi
-s

ec
.ts

uk
ub

a.
ac

.jp
/e

xp
or

t_
co

nt
ro

l/
、

説
明
会
）

み
な
さ
ん
へ

の
お
願

い

＊
無

許
可

の
非

居
住

者
へ

の
リ
ス
ト
規

制
技

術
の

提
供

及
び
リ
ス
ト
規

制
貨

物
の

輸
出

は
違

法
行

為
の

可
能

性
大

で
す
。

少
し
で
も
懸

念
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
相

談
を
お
願

い
し
ま
す
。

安
全

保
障

輸
出

管
理

に
関

す
る
お
問

合
せ

先
▼
技
術
の
提
供
、
サ
ン
プ
ル
貨
物
の
出
荷
等
、
研
究
者
、
研
究
員
の
受
入
れ

利
益
相
反
・
輸
出
管
理
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞﾒ
ﾝ
ﾄ室

TE
L

02
9一

85
3一

75
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管
理
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入
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技
術

の
提

供
を
行

う
相

手
先

の
判

定

技
術
の
提
供
の
際
は
「
誰
に
技
術
を
提
供
す
る
」
か
が
重
要
で
す
。

特
定
の
種
類
の
貨
物
の
設
計
、
製
造
若
し
く
は
使
用
に
係
る
技
術
（
以
下
特
定
技
術
と
い
う
）
を
特
定
国
の
外
国
（
以
下
特
定
国
と
い
う
）
に
お
い
て
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
取
引
又
は
特
定
国
の
非
居
住
者
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
取
引
は
経
済
産
業
大
臣
の
許
可
が
必
要
で
す
。

【
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
】

１
．
相

手
は

、
外

国
に
い
る
か

、
国

内
に
い
る
か

？
２
．
（
国

内
な
ら
ば

）
相

手
は

、
入

国
後

６
カ
月

未
満

か
、
以
上

か
？

３
．
（
国

内
な
ら
ば

）
相

手
の

所
属

先
は

、
国

内
法

人
や

国
内

に
あ
る
支

店
等

か
、
外

国
政

府
や

国
際
機

関
等

か
？

参
考

14

2
0
1
4
.9

.
項

番
輸

出
許

可
品

目
名

項
番

輸
出

許
可

品
目

名
項

番
輸

出
許

可
品

目
名

項
番

輸
出

許
可

品
目

名

１
武

器
(1
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工

作
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定
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5
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射
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5
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ﾛ
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ﾄ・

U
A

V
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造

材
料
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6
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射

線
影
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テ
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メ

ラ
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弾
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(1
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誘
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ク
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解
炉
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)
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リ
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ウ
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ﾛ
ｹ

ｯ
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U
A
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速

度
計
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ｺ
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ﾌ
ﾟ等

( 
2
)

爆
発

物
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発

射
装

置
等
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8
)
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リ
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ウ
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造
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収
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装

置
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ﾛ
ｹ
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U
A

V
用
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行
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勢
制

御
装
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他
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用
燃

料
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イ

ソ
ス
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チ

ッ
ク
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レ
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等
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9
)
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金

触
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8
)

ア
ビ

オ
ニ
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ス

装
置
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( 
4
)

火
薬

又
は

爆
薬

の
安

定
剤

（
5
0
)

(5
1
)

（
5
2
)

ヘ
リ

ウ
ム

３
レ

ニ
ウ

ム
等

の
一

次
製

品
防

爆
構

造
の

容
器
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8
の

2
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ﾛ
ｹ

ｯ
ﾄ・

U
A

V
用

熱
電

池
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5
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ﾈ
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ボ
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ﾛ
ｹ

ｯ
ﾄ・

U
A

V
発

射
台
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潜
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ﾛ
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菌
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2
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る
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生
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兵
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5
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波
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電

波
・
光
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装

置
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菌

製
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ど
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質
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ﾛ
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ｯ
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装

置
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ﾚ
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ﾑ
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4
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1
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軍
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菌

製
剤
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５
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材
料

(2
5
)

(2
6
)

(2
7
)

タ
ン

グ
ス

テ
ン

ジ
ル

コ
ニ

ウ
ム

ふ
っ

素
製

造
用

電
解

槽

( 
2
)

細
菌

製
剤

用
製

造
装

置
等

(1
4
)

(1
5
)

(1
6
)

(1
7
)

軍
用

化
学

製
剤

用
細

胞
株

他
軍

用
火

薬
類

の
製

造
・
試

験
装

置
等

兵
器

製
造

用
機

械
装

置
等

軍
用

人
工

衛
星

又
は

そ
の

部
分

品

４
ミ

サ
イ

ル
( 
1
)

ふ
っ

素
化

合
物

製
品

( 
2
)

ﾋ
ﾞﾆ

ﾘ
ﾃ
ﾞﾝ

ﾌ
ﾙ

ｵ
ﾘ
ﾄﾞ

圧
電

重
合

体
他

(2
8
)

ガ
ス

遠
心

分
離

機
ロ

ー
タ

製
造

装
置

等
( 
1
)

ロ
ケ

ッ
ト

・
製

造
装

置
等

( 
3
)

芳
香

族
ポ

リ
イ

ミ
ド

製
品

(2
9
)

遠
心

力
式

釣
合

試
験

機

２
原

子
力

(3
0
)

フ
ィ

ラ
メ

ン
ト

ワ
イ

ン
デ

ィ
ン

グ
装

置
等

(1
の

2
)

無
人

航
空

機
（
U

A
V

）
・
製

造
装

置
等

( 
4
)

ﾁ
ﾀ
ﾝ
・
ｱ

ﾙ
ﾐﾆ
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ﾑ
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金
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工
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燃

料
物

質
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質
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置
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装
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等
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5
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ﾆ
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レ
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ザ
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置
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4
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5
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6
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子

炉
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発
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等

重
水

素
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人

造
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鉛
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燃
料

物
質

分
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再
生
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置

等
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ｳ

ﾑ
同

位
元

素
分
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用

装
置

等
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2
)

質
量

分
析

計
・
イ

オ
ン

源
( 
4
)

し
ご

き
ス

ピ
ニ

ン
グ

加
工

機
等

( 
7
)

ｳ
ﾗ
ﾝ
ﾁ
ﾀ
ﾝ
合

金
・
ﾀ
ﾝ
ｸ
ﾞｽ

ﾃ
ﾝ
合

金
(3

3
)

圧
力

計
・
ベ

ロ
ー

ズ
弁

( 
5
)

( 
6
)

( 
7
)

サ
ー

ボ
弁

・
推

進
薬

制
御

装
置

用
ポ

ン
プ

・
軸

受
推

進
薬

・
原

料
推

進
薬

の
製

造
・
試

験
装

置
等

( 
8
)

超
電

導
材

料

(3
4
)

(3
5
)

(3
5
の

2
)

ｿ
ﾚ
ｲ
ﾉｲ

ﾄﾞ
ｺ
ｲ
ﾙ

形
超

電
導

電
磁

石
真

空
ポ

ン
プ

ス
ク

ロ
ー

ル
型

圧
縮

機
等

( 
9
)

作
動

油

(1
0
)

潤
滑

剤

(1
1
)

振
動

防
止

用
液

体
( 
7
)

ｳ
ﾗ
ﾝ
・
ﾌ
ﾟﾙ

ﾄﾆ
ｳ

ﾑ
同

位
元

素
分

離
用

装
置

等
(3

6
)

直
流

電
源

装
置

( 
8
)

粉
粒

体
用

混
合

機
等

(1
2
)

冷
媒

用
液

体
(8

)
周

波
数

変
換

器
等

(3
7
)

電
子

加
速

器
・
エ

ッ
ク

ス
線

装
置

( 
9
)

ｼ
ﾞｪ

ｯ
ﾄﾐ

ﾙ
・
粉

末
金

属
製

造
装

置
等

(1
3
)

チ
タ

ン
の

ホ
ウ

化
物

・
セ

ラ
ミ

ッ
ク

半
製

品
他

(9
)

ニ
ッ

ケ
ル

粉
・
ニ

ッ
ケ

ル
多

孔
質

金
属

(3
8
)

衝
撃

試
験

機
(1

0
)

複
合

材
料

製
造

装
置

等
(1

4
)
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ラ

ミ
ッ

ク
複

合
材

料

(1
0
)

重
水

素
・
重

水
素

化
合

物
の

製
造

装
置

等
( 3

9
)

高
速

度
撮

影
が

可
能

な
ｶ
ﾒ
ﾗ
等

(1
1
)

ノ
ズ

ル
(1

5
)

ﾎ
ﾟﾘ

ｼ
ﾞｵ

ﾙ
ｶ
ﾞﾉ

ｼ
ﾗ
ﾝ
・
ﾎ

ﾟﾘ
ｼ
ﾗ
ｻ

ﾞﾝ
他

(1
0
の

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
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ウ

ム
製

造
用

装
置

等
(4

0
)

干
渉

計
・
圧

力
測

定
器

・
圧

力
変

換
器

(1
2
)

ノ
ズ

ル
・
再

突
入

機
先

端
部

製
造

装
置

他
(1

6
)

ﾋ
ﾞｽ

ﾏ
ﾚ
ｲ
ﾐﾄ

ﾞ・
芳

香
族

ﾎ
ﾟﾘ

ｱ
ﾐﾄ
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ﾐﾄ
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2
)
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1
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兵

器
起
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験
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物
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3
)
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ソ
ス
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・
制

御
装

置
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ﾋ
ﾞﾆ

ﾘ
ﾃ
ﾞﾝ

ﾌ
ﾙ

ｵ
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ﾄﾞ

共
重

合
体

他
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2
)

光
電

子
増

倍
管

(1
8
)

ﾌ
ﾟﾘ

ﾌ
ﾟﾚ

ｸ
ﾞ・

ﾌ
ﾟﾘ

ﾌ
ｫ
ｰ

ﾑ
・
成

型
品

等

(1
1
)

し
ご

き
ス

ピ
ニ

ン
グ

加
工

機
等

( 4
3
)
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性

子
発

生
装

置
(1

4
)
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合

材
用

の
炉

・
制

御
装

置
(1
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)

ほ
う

素
・
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う
素

合
金
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酸
ｸ
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ｼ
ﾞﾝ

他
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６
材

料
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工
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8
)
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導

体
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2
)

非
球

面
光

学
素

子
(3
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ロ
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ト
推

進
装

置
等
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9
)

レ
ジ

ス
ト
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)
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ー

ザ
ー

発
振

器
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(4
)

無
人

航
空

機
等
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)
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受
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ｱ
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ﾐﾆ
ｳ

ﾑ
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ﾞﾘ
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ﾑ
他
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機
金
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化

合
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燐
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機
化

合
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ザ
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フ
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５

の
(1

0
)の

試
験
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置
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定
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工
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ﾁ
ﾓ
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磁
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（３）ホームページによる情報提供の実施 

「利益相反・輸出管理マネジメント室」のホームページの「安全保障輸出管理」のメン

テナンスを行い、最新の情報を提供した。 
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Ⅳ．研究・教育活動 

 
１．主要な研究活動 

 
（１）大学及び学協会における産学連携に伴う組織としての利益相反に関する調査研究（科

学研究費補助金 基盤研究（C）（一般）（H24～H26）／新谷准教授ほか） 

本研究は、日本においてその実施が著しく立ち遅れている、産学連携に伴う組織として

の利益相反マネジメントに関して、特に、学術の世界における状況を把握するために、主

要な大学及び学協会を対象として実態調査を行い、その現状と課題を明らかにするととも

に、欧米における取り扱いの歴史的経緯や実施例等を参照しつつ、日本の文化風土に適合

したガイドラインを作成することによって、大学及び学協会における組織としての利益相

反マネジメントが制度として定着していくことに寄与し、もって、日本における産学連携

の適正な成長を促し、日本社会の健全な発展に貢献することを目的とする。 
2014（平成 26）年度は、欧米先進諸国の大学や学協会における組織としての利益相反マ

ネジメントを含む利益相反マネジメント状況の把握を行うためのインターネット調査を実

施することにより実態を把握した。調査の結果、米国等の大学における利益相反マネジメ

ントは、制度としては大きく次のように分けることができることがわかった。 
①米国公衆衛生局（U.S. Public Health Service: PHS）助成研究、②PHS 以外の政府助

成研究、③政府ではない外部の助成研究（公立大学で多い）、④ヒトを対象とした研究、⑤

通常の研究（①～④以外）、⑥研究以外（事務業務等対象） 
米国では先進的に利益相反マネジメントに取り組んでおり、多くの大学では、PHS 規則

を中心に、大学協会や政府等が作成している各種ガイドラインを参考にしながら利益相反

ポリシー等を制定している。組織としての利益相反に関しては、米国で医学分野の研究に

おける利益相反問題に関する世論が厳しくなりつつあり、ヒトを対象とした研究における

組織としての利益相反について極めて詳細に定めている大学も見られる。これらの結果は

300 ページを超える報告書にまとめて刊行するとともに（2014 年 6 月）、学会発表を行い

（2014 年 6 月）、論文も発表した（2014 年 10 月）。 
 
（２）利益相反とは何か（新谷准教授） 

近年、ノバルティスファーマ社の高血圧症治療薬バルサルタンの臨床研究における不正

事件など、利益相反が一つの発生の要因として考えられる事件が増加してきた。一方、研

究における利益相反やそのマネジメントについて理解の浸透を図ることは困難であった。

こうした中で、関係者が研究における利益相反に関する問題の重大性とその対処方法につ

いて認識しなければ研究の公正を維持することが困難であると考え、筑波大学出版会から、

図書『利益相反とは何か―どうすれば科学研究に対する信頼を取り戻せるのか―』を刊行

した（2015 年 3 月）。本書は主にここ 5 年ほどの間に行ってきた研究を改めて見直し、学
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術の世界で重要な位置を占めるようになった利益相反問題について、関係者はもちろん、

一般向けにも知識の普及を図ることも目指してなるべく平易にまとめたものである。 
 
（３）独立行政法人研究所等における利益相反マネジメントの現状に関する実証的研究（新

谷准教授ほか） 

文部科学省においては毎年大学・大学共同利用機関・短大・高専における利益相反マネ

ジメント状況について調査を行い、また、筑波大学においても大学や学協会における利益

相反マネジメントの実態調査を実施し、調査結果を発表してきたが、独立行政法人におけ

る利益相反マネジメントの実態は明らかになっていない。 
このため、研究所又は機構であって組織に研究所を含む独立行政法人 39 か所を対象に利

益相反マネジメントの実状に関するアンケート調査を実施した。この結果、独立行政法人

と大学とを比較すると、個人としての利益相反ポリシー等の制定については、制定してい

る大学が 75％、独立行政法人は 53％であり、大学の制定割合が上回るなど、独立行政法人

の整備の立ち遅れが示される結果となった。 
利益相反問題については、法令で定められた兼業等の規定で対処しているので十分であ

ると認識している法人も多いと考えられる。また、法令で公開を要請されている関連規則・

規程等以外は非公開としている法人が多く、利益相反問題のルールについて不明な点も

多々残った。 
利益相反マネジメントでは、透明性の確保ということが重要であり、独立行政法人にお

いても全般的なポリシー等の公開や産官連携による企業からの具体的な資金の流れの開示

などについて積極的に取り組む必要性が求められるなど、問題点が明らかになった。この

調査結果は報告書にまとめて刊行した（2015 年 3 月）。その後、学会誌に研究ノートを発

表し（2015 年 4 月）、学会発表も行う予定である（2015 年 6 月）。 
 
（４）著作権の保護期間はどうあるべきか―TPP 交渉を契機に考える―（新谷准教授ほか） 

 著作権保護期間の 20 年延長問題については、日本では主に国際的な制度の協調の視点か

ら議論が行われてきた。しかし、著作権問題を考える創作者団体協議会などからの延長要

求にもかかわらず、反対論が優勢で約 10年にもわたって変更されることはなかった。今般、

TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）交渉でにわかに著作権保護期間の延長が焦点となっ

たことを契機として、その問題点について再考した。そもそも著作権は独占権を与えるこ

とでインセンティブを付与する一方、保護期間を限定することで、究極的には文化の発展

という公益を増進させるということが目的である。この意味で保護期間は著作権を成立さ

せる根本的な要素であり、慎重な検討が必要である。米国の裁判では、保護期間延長が表

現の自由に対する制約の強化につながることも指摘された。著作権保護期間に関する本質

的な問題と現代社会への影響を考え合わせ、安易に著作権保護の延長を実施することの問

題点を明らかにし、論考をまとめ、学術誌に掲載予定である（2015 年 8 月）。 
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（５）産学連携学会「テキスト産学連携学入門」改訂版作成協力（新谷准教授） 

産学連携学会が 2007 年に刊行したテキストの改訂版発行のため、執筆の協力をした。分

担部分は「産学連携を促進する法制度の整備」と「利益相反－一般的利益相反」である。

前者は 1990 年代半ば以降の産学連携を促進する法制度等に関する内容であり、後者は産学

連携において問題となる利益相反について事例を交えて解説したものである。刊行は 2015
年度の予定である。 
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２．教育活動（授業） 

 
 （１）学群 

 
ア．総合科目 A「知的財産のしくみ（特許編）」（新谷准教授） 
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３．論文・著作等 

 
（１）査読付き論文 

研究における利益相反マネジメント制度の日米比較に関する一考察、新谷、菊本、文理シ

ナジー、第 18 巻第 2 号、pp.123-142（2014） 
 
（２）著作 

ア．利益相反とは何か－どうすれば科学研究に対する信頼を取り戻せるのか－、新谷、筑

波大学出版会、全 143 頁（2015） 
イ．独立行政法人研究所等における利益相反マネジメントの現状に関する実証的研究、新

谷、菊本、筑波大学、報告書、全 72 頁（2015） 
ウ．読者質問箱：医療従事者・研究者に求められる利益相反における開示について教えて

ください、新谷、検査と技術 Vol.42, No.9、pp.881-883（2014） 
エ．米国を中心とした大学における利益相反マネジメント（組織としての利益相反を含む）

の現状、新谷、菊本、産学連携学会第 12 回大会 講演予稿集、産学連携学会、pp.43-44（2014） 
オ．米国を中心とした欧米の大学及び学協会における利益相反マネジメント（組織として

の利益相反を含む）の現状に関する調査研究、新谷、菊本、平成 24～26 年度文部科学省

科学研究費補助金基盤研究（C)報告書、全 319 頁（2014） 
 

COISEC の研究活動の詳細はこちら→http://coi-sec.tsukuba.ac.jp/research/  
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４．発表・講演等 

 
（１）招待講演等 

ア．筑波大学における利益相反事例とその対応、新谷、高エネルギー加速器研究機構第 7
回利益相反マネジメント委員会、2014 年 10 月 2 日（つくば市） 

イ．日米英の大学における利益相反マネジメント（組織としての利益相反を含む）につい

て、新谷、第 3 回組織的利益相反マネジメント研究会（東京大学政策ビジョン研究セン

ター）、2014 年 8 月 21 日（千代田区） 
 
（２）学会発表 

ア．米国を中心とした大学における利益相反マネジメント（組織としての利益相反を含む）

の現状、新谷、菊本、産学連携学会 第 12 回大会、2014 年 6 月 25 日（下諏訪郡） 
 
（３）学内講演 

ア．大学における利益相反問題、利益相反に関する講演会（筑波大学国際産学連携本部、

利益相反・輸出管理マネジメント室）、2014 年 10 月 21 日（産学リエゾン共同研究セン

ター106 号室） 
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Ⅴ．新聞記事等 
 
・製薬協の情報公開（利益相反）関係：読売新聞 2014.11.3 
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